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日
本
人
と
し
て
二
人
目
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
で
あ
っ
た
向
笠
広
次
の
ロ
ー
タ
リ
ァ
ン
と
し
て
の
偉
大
さ
は
、
多
く
語
ら
れ

描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
先
駆
的
な
精
神
医
学
者
、
臨
床
家
と
し
て
の
側
面
は
、
わ
が
国
の
精
神
医
学
界
に
さ
え
、
こ
と
に
若
い
精

神
医
学
徒
に
は
、
ご
く
一
部
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
日
本
に
お
け
る
蘭
学
の
大
き
い
流
れ
を
な
す
豊
前
中
津
の
医
学
史
の

探
究
に
情
熱
を
燃
や
す
、
本
学
会
川
嶌
真
人
会
長
の
求
め
に
応
じ
、
国
際
人
向
笠
広
次
の
精
神
医
学
に
お
け
る
き
わ
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

貢
献
に
関
し
て
、
若
干
の
報
告
を
し
た
い
。

向
笠
広
次
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
二
）
二
月
九
日
、
久
留
米
で
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
君
が
、
同
地
の
連
隊
の
一
等
軍
医

勤
務
の
頃
で
、
続
い
て
小
倉
、
京
城
（
現
ソ
ウ
ル
）
、
水
戸
、
福
島
と
父
君
の
転
勤
に
応
じ
て
、
転
居
し
て
い
る
。
福
島
で
馬
跳
び
遊
び

中
に
脾
骨
骨
折
し
、
一
年
間
休
学
し
た
。
そ
の
故
も
あ
り
、
東
京
神
田
の
私
立
東
京
中
学
校
に
入
学
し
た
。
四
年
修
了
で
山
形
高
校
を
受

験
、
合
格
し
た
。
本
人
は
気
乗
り
し
な
か
っ
た
が
、
中
学
の
先
生
の
勧
め
で
入
学
し
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
が
、
柔
道
に
熱
中
し

た
り
、
山
形
の
自
然
風
物
に
魅
せ
ら
れ
て
、
後
に
そ
の
先
生
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。

高
校
卒
業
後
、
東
京
帝
大
を
受
験
合
格
す
る
が
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
異
常
を
発
見
さ
れ
、
二
年
休
養
を
命
じ
ら
れ
、
二
年
浪
人
し
た
。

招
請
講
演

精
神
医
学
の
先
達
・
国
際
人
向
笠
広
次

鈴
木
二
郎

山
王
精
神
医
学
心
理
学
研
究
所
鈴
泉
ク
リ
ニ
ッ
ク
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昭
和
二
一
年
四
月
、
平
田
医
院
の
一
部
で
精
神
科
を
開
業
、
翌
年
中
津
市
殿
町
に
ベ
ッ
ド
数
二
○
床
の
向
笠
精
神
科
医
院
を
開
業
し
た
。

喜
代
子
夫
人
は
、
独
学
で
看
護
婦
免
許
を
取
得
し
、
二
人
で
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
診
療
に
従
事
し
た
。
同
時
に
九
大
、
久
留
米
大
学
非
常

物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
九
州
帝
大
を
受
験
し
、
合
格
す
る
が
、
や
は
り
胸
膜
炎
で
一
年
休
学
し
て
い
る
。
こ
の
間
英
語
の
学
習
に
熱
心
で
、
山
形
高
校
時

代
に
独
語
に
熱
中
し
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
の
ち
の
国
際
的
活
躍
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
健
康
回
復
後
ヨ
ッ
ト
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

ョ
ヅ
ト
部
を
創
設
、
全
国
大
会
等
で
優
勝
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
ョ
ヅ
ト
生
活
の
中
で
、
喜
代
子
夫
人
と
学
生
結
婚
を
し
て
い
る
。

昭
和
一
三
年
九
大
卒
業
後
、
母
校
の
精
神
病
学
教
室
（
下
田
光
造
教
授
）
に
入
局
し
た
が
、
ま
た
も
や
肺
結
核
の
疑
い
で
六
ヶ
月
入
院

し
て
い
る
。
昭
和
一
八
年
大
分
県
別
府
朝
見
病
院
に
勤
務
時
代
、
徴
兵
で
小
倉
陸
軍
病
院
（
現
国
立
小
倉
病
院
）
に
勤
務
し
た
。
昭
和
二

○
年
敗
戦
と
と
も
に
、
再
び
朝
見
病
院
に
復
帰
し
た
が
、
時
折
同
県
中
津
市
平
田
医
院
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。

九
大
精
神
医
学
教
室
在
局
中
、
安
河
内
五
郎
と
の
共
同
開
発
「
電
気
痙
鑿
療
法
」
（
昭
和
一
四
年
）
、
黒
岩
勝
美
と
の
共
著
「
精
神
分
裂

病
夫
婦
ノ
ー
家
系
、
（
中
略
）
綜
説
的
考
察
」
（
昭
和
一
五
年
）
、
「
躁
諺
病
の
病
前
性
格
に
つ
い
て
」
（
昭
和
一
六
年
）
等
の
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
昭
和
二
一
年
九
月
に
「
精
神
病
の
遺
伝
生
物
学
的
研
究
」
に
対
し
、
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
令
弟
向
笠

寛
氏
（
元
中
津
市
医
師
会
長
）
と
と
も
に
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
、
「
９
画
己
四
目
号
畠
乏
。
ｚ
）
の
生
体
ア
ル
コ
ー
ル
反
応
に
及
ぼ

す
影
響
な
ら
び
に
治
療
的
応
用
」
（
昭
和
三
七
年
）
に
結
実
し
て
い
る
。

「
電
気
痙
筆
療
法
」
の
研
究
と
臨
床
応
用
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｒ
号
言
呂
．
陣
国
ヨ
Ｆ
・
と
同
年
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
当
時
乏
し
い
精
神

分
裂
病
治
療
に
ま
さ
に
世
界
的
先
駆
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
も
修
正
電
気
け
い
れ
ん
療
法
と
し
て
う
つ
病
治
療
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
初
期
に
開
発
作
成
し
た
器
具
が
一
台
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｑ
自
画
目
昼
⑦
（
シ
ァ
ナ
マ
ィ
ド
）
は
、
嫌
酒
剤
と
し
て
こ
れ
ま
た
治
療
の
困
難
な
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
に
数
少
な
い
有
効
な
薬
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一
方
、
昭
和
三
二
年
中
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
同
三
七
年
に
は
、
第
一
○
代
中
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
た
。

同
四
二
年
七
月
第
三
七
○
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任
し
て
お
り
、
同
五
二
年
七
月
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ァ
ジ
ァ
地
区
諮
問
委
員
、
つ
い
で
翌
年

七
月
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
理
事
に
就
任
し
た
。

昭
和
五
七
年
つ
い
に
ダ
ラ
ス
の
国
際
大
会
で
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
に
任
命
さ
れ
た
。
「
人
類
は
ひ
と
つ
、
世
界
中
に
友
情
の
橋
を
か

け
よ
う
」
、
「
周
囲
の
友
人
た
ち
と
心
か
ら
握
手
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
、
マ
イ
・
カ
ズ
ン
」
と
呼
び
か
け
会
場
が
熱
気
に
溢
れ
、
マ
イ
・
カ

ズ
ン
の
連
呼
の
輪
が
広
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

翌
年
以
降
リ
ウ
マ
チ
に
悩
ま
さ
れ
川
嶌
院
長
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
診
療
や
、
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に
勤
め
た
。
昭
和
六
○
年
二
月

全
国
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か
ら
の
寄
金
で
、
中
津
市
船
場
町
に
向
笠
記
念
公
園
が
完
成
し
た
。

平
成
四
年
四
月
大
腿
骨
頚
部
骨
折
で
入
院
加
療
中
、
一
○
月
五
日
胃
潰
瘍
出
血
に
よ
り
、
永
眠
し
た
。
喜
代
子
夫
人
は
、
今
も
中
津
市

で
存
命
で
あ
る
。

勤
講
師
も
勤
め
て
い
る
。


